
T細胞はMHC提示された抗原ペプチドを識別し

細胞変化を絶え間なく監視している。本講演では、

抗原ペプチドがMHCクラスI提示されるメカニズム

と抗原ペプチドを網羅解析するための技術的

アプローチ、特に我々が確立した免疫ペプチドミ

クスを紹介する。そしてがん組織の解析を通して

見えてきたがん抗原ランドスケープと治療応用を

目指したがんワクチン開発についてお伝えしたい。

新潟大学皮膚科特別セミナー
日時：2025年８月27日（水）18：00～

＊Zoomにて開催します。
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